
『J・J・J三姉弟の世にも
平凡な超能力』

チョンセラン／著
亜紀書房

『マンダラチャート』
垣谷美雨／著
中央公論新社

『自分でできる！薬に頼らない
糖尿病の大正解』
矢野宏行／著

ライフサイエンス出版

みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和6年12月 貸出開始資料から

●その他の本　自分でできる！薬に頼らない糖尿病の大正解(矢野宏行／著)　そういうゲーム(ヨシタ
ケシンスケ／著)　近くも遠くもゆるり旅(益田ミリ／著)　リロぼん(南幅俊輔／編著)　オリーブオイル
がある暮らし(有元葉子／著)　荒木飛呂彦の新・漫画術悪役の作り方(荒木飛呂彦／著)

●随筆・詩などの文学　台所で考えた(若竹千佐子／著)　カフカ俳句(フランツ・カフカ／著)　
人生の壁(養老孟司／著)

●小説　マンダラチャート(垣谷美雨／著)　Ｊ・Ｊ・Ｊ三姉弟の世にも平凡な超能力(チョンセラン／
著)　孤城春たり(澤田瞳子／著)　サーペントの凱旋(知念実希人／著)　書楼弔堂霜夜(京極夏彦／著)
いつかの朔日(村木嵐／著)　最近(小山田浩子／著)　鎌倉駅徒歩８分、また明日(越智月子／著)　バイ
ト・クラブ(小路幸也／著)　破れざる旗の下に(ジェイムズ・リー・バーク／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896
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○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
受
験
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。
太
宰
府
天

満
宮
の
境
内
に
は
、
合
格
祈
願
の
絵
馬
が

数
多
く
奉
納
さ
れ
、
受
験
生
ら
し
き
姿
が

目
立
ち
ま
す
。
お
な
じ
み
の
光
景
で
す

が
、
古
い
新
聞
記
事
を
調
べ
て
み
る
と
、

受
験
生
た
ち
が
天
満
宮
へ
押
し
寄
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
30
年
代
末
の
よ

う
で
す
。
そ
れ
ま
で
２
月
の
天
満
宮
に
関

す
る
記
事
は
梅
見
の
話
題
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、
昭
和
32
年
２
月
に
「
太
宰
府
天

満
宮
の
受
験
シ
ー
ズ
ン
」
と
い
う
記
事
が

出
現
し
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
37
年
以
降

は
受
験
生
で
に
ぎ
わ
う
天
満
宮
の
記
事
が

毎
年
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
当

時
、
国
内
は
高
度
成
長
期
。
高
校
や
大
学

へ
の
進
学
率
が
急
速
に
高
ま
り
、
そ
の
競

争
の
激
し
さ
は
「
受
験
戦
争
」
や
「
試
験

地
獄
」
と
も
称
さ
れ
ま
し
た
。
受
験
生
た

ち
が
「
学
問
の
神
さ
ま
」
の
助
け
を
借
り

た
い
と
思
っ
た
の
も
当
然
と
い
え
ま
す
。

　
そ
の
学
問
の
神
・
菅
原
道
真
は
、
死

後
、
天
満
大
自
在
天
神
と
し
て
神
格
化
さ

れ
ま
す
。
平
安
時
代
中
期
ご
ろ
か
ら
、
和

歌
、
漢
詩
、
書
に
優
れ
て
い
た
道
真
の
才

能
を
慕
い
、
そ
の
加
護
を
得
て
詩
文
の
向

上
を
願
う
人
た
ち
が
、
天
満
天
神
を
「
文

道
大
祖
風
月
本
主
」
、
つ
ま
り
文
道
の
神

と
し
て
崇
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
鎌
倉

時
代
以
降
、
天
神
講
や
天
神
縁
起
な
ど
を

通
じ
て
天
神
信
仰
は
さ
ら
に
普
及
し
ま

す
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
寺
子
屋
を
中

心
に
庶
民
の
間
で
も
天
神
信
仰
が
盛
ん
に

な
り
ま
す
。
寺
子
屋
で
は
天
神
画
像
を
掲

げ
、
天
神
経
を
唱
え
る
な
ど
し
て
、
学
業

の
上
達
を
祈
り
ま
し
た
。
芝
居
小
屋
で

も
、
近
松
門
左
衛
門
作
『
天
神
記
』
や
、

「
寺
子
屋
の
段
」
で
有
名
な
『
菅
原
伝
授

手
習
鑑
』
な
ど
の
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
が
人

気
を
博
し
、
こ
う
し
た
娯
楽
を
通
じ
て

「
学
問
の
神
」
と
し
て
の
天
神
さ
ま
が
浸

透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
学
問
の
神
・
菅
原
道
真
も

受
験
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
18
歳
の
時
に
文
章
生
試
を
、

26
歳
の
時
に
は
「
対
策
」
と
い
う
官
吏
登

用
試
験
を
受
験
し
合
格
し
て
い
ま
す
。

「
対
策
」
の
前
は
、
私
生
活
の
時
間
を
減

ら
し
猛
烈
に
勉
強
し
た
と
い
い
ま
す
。
受

験
の
先
輩
と
考
え
る
と
、
学
問
の
神
さ
ま

が
急
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
不
思
議

で
す
。

　
　
太
宰
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寛
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「
同
じ
こ
と
又
言
っ
て
る
よ
」

と
子
に
言
わ
れ

脳
ト
レ
ド
リ
ル
を
手
に
す
る
今
宵

　
　
　
　
　
　
　
朱
雀
／
黒
木
　
邦
枝

転
勤
は
月
も
有
り
う
る
未
来
に
は

う
さ
ぎ
は
ど
こ
で
餅
を
つ
く
や
ら

　
　
　
　
　
　
通
古
賀
／
詫
摩
　
典
子

花
び
ら
の
下
に

若
者
ら
を
埋
め
殺
し

喜
ぶ
男
の
顔
見
て
み
た
い

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
竹
森
　
祐
彦

掃
除
機
が
き
ゅ
ゆ
ゅ
ー
と

泣
き
て
仕
事
終
ふ

も
ろ
も
ろ
の
ご
み
腹
に
を
さ
め
て

　
　
　
　
　
　
糟
屋
郡
／
仲
道
　
朋
子

日
が
落
ち
て
薄
墨
の
杜
神
無
月

　
　
　
　
　
　
連
歌
屋
／
吉
嗣
の
り
子

時
雨
傘
そ
つ
と
差
し
出
す
京
女

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
幸
田
は
る
み

水
鳥
の
夕
日
の
綺
羅
に
見
え
隠
れ

　
　
　
　
　
　
　
水
城
／
福
永
　
惠
美

咳
き
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
聞
き
逃
し

　
　
　
　
　
　
向
佐
野
／
内
田
　
典
子

人
の
世
の
苦
楽
と
ど
む
か
古
暦

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
幸
生

咳
込
ん
で
ほ
っ
と
息
づ
く
子
の
涙

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
金
丸
　
恵
子

過
ぎ
し
日
の
苦
楽
を
丸
め
古
暦

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

咳
の
子
の
抱
い
て

離
さ
ぬ
ぬ
ひ
ぐ
る
み

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

百
八
つ
祓
ひ
き
れ
た
か
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

気
合
入
れ
踏
み
出
す
一
歩
冬
の
朝

　
　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
名
本
　
剛

冬
眠
の
朱
の
眼
と
じ
た
る
白
蛇
神

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

箱
火
鉢
祖
父
の
日
露
の
物
語

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
英
里
子

立
冬
の
ご
ぼ
う
ご
し
ご
し

白
く
な
り

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
北
川
朴
洋
子

お
ほ
空
へ
と
ど
け
千
年
大
銀
杏

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
塩
飽
た
か
子

剪
定
を
終
え
て
広
が
る
冬
日
か
な

　
　
　
　
　
太
宰
府
市
／
福
島
久
美
子

口
だ
け
は
達
者
ま
だ
ま
だ

負
け
て
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
松
川
／
山
根
　
清

ほ
っ
こ
り
と
ロ
ー
カ
ル
線
の
国
訛

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
吉
田
　
敬
子

Ａ
Ｉ
に
私
の
寿
命
問
う
て
み
る

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
松
浦
　
ち
え

さ
す
が
真
打
ち

枕
の
芸
も
受
け
て
い
る

　
　
　
　
　
大
野
城
市
／
野
田
　
茂
生

甘
党
と
言
い
つ
つ
増
え
る

ビ
ー
ル
瓶

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
迎
　
あ
ゆ
子

二
人
し
て
聞
け
る
幸
せ
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

昨
日
今
日
予
報
通
り
の
冬
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

蛇
口
開
け
手
を
出
し
し
ぶ
る

冬
の
朝

　
　
　
　
　
大
野
城
市
／
稲
岡
と
み
子

水
鳥
に
一
陣
の
風
吹
く
川
面

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
兼
田
和
加
子

水
鳥
の
陣
形
今
日
も
乱
れ
な
し

　
　
　
　
　
　
　
高
雄
／
西
元
　
治
雄

掌
に
ト
ー
フ
切
り
ゆ
き
翻
す

母
の
手
ぶ
り
の
羨
も
し
童

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
宮
崎
　
フ
ミ

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子 

選

飛
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会

介
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紀
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選
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選

都
久
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て
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じ
ん
句
会
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々
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甘
露
子 

選

太
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部

小
池
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つ
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韓国の焼酎(소주) 太宰府市国際交流員
キム シンヒョン

金辛泫

　韓国で庶民の味として、一般的に思い浮かぶのが「サム
ギョプサル(삼겹살)」と「焼酎(소주)」です。物価の上昇でサ
ムギョプサルの価格が高騰し、庶民の味と言えるのかとの
声もありますが、焼酎はコンビニで約1,800ウォン（約190
円）、食堂では約5,000ウォン（約530円）ほどの低価格
で、いまだに庶民の味に位置づけられています。韓国の大
衆文化にもよく登場するため、広く知られています。

　韓国の焼酎は緑色の瓶に入っているのが特徴です。この
背景には、2009年に国の環境部が焼酎メーカーに対し
て、焼酎瓶を共用で利用する「空き瓶共用化協約」を進め
たことがあります。環境保護とコスト削減が目的でした。

以来、メーカーに関係なく焼酎の瓶をリサイクルして販売す
るようになり、現在では韓国の焼酎の瓶といえば緑色とい
うイメージになりました。

　韓国では、どのくらいお酒を飲めるかの目安を焼酎何本
分かに例えます。あるイギリスの酒類専門メディアで、世界
で一番売れた蒸留酒は韓国ブランドの焼酎で、23年連続1
位と発表がありました。なんと1秒に77本が売れるそうで
す。もちろん、このすべてを韓国人が飲み干したわけではな
いでしょうが、それでも高い数字であることは間違いない
ですね。

人
権
標
語

「それはだめ」　
　相手の目を見て
　　言う強さ
学業院中学校3年　亀崎 小春さん

かめさき こ  はる

（応募時）

（国分区）草月流

花材 ネコヤナギ、チューリップ、
菜の花　ほか

中島　公子
なかじま きみ  こ

太宰府市華道連盟

季
節
の
生
け
花

ソ ジュ

ソ ジュ
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